
 

  

 「堂免一成氏に引用栄誉賞 ノーベル生理学・医学賞有力候補に」 

     

国際学術情報サービス会社「クラリベイト」は 9 月 19 日、今年あるい

は今後、ノーベル賞を受賞する可能性が高い研究者として堂免一成信州大

学特別特任教授・東京大学特別教授・東京工業大学名誉教授ら 22 人を今

年の「クラリベイト引用栄誉賞」受賞者として発表した。同賞は、生理学・

医学、物理学、化学、経済学の 4 分野でノーベル賞級の研究成果を挙げた

と評価された研究者に授与される。2002年から始まった同賞の受賞者は昨年

までに 421人いるが、このうち 75 人が昨年までに受賞した年ないし何年か後に

ノーベル賞も受賞している。75 人のうち 4 人は日本の研究者だ。今年のノーベ

ル賞は 10 月７日に生理学・医学賞、8 日に物理学賞、9 日に化学賞、14 日に経

済学賞の受賞者が発表される（文学賞は 10 日、平和賞は 11日）。 

 

（賞状を授与される堂免一成氏。左は渡辺麻子クラリベイト アカデミ

ア・ガバメント事業部リージョナルセールスディレクター） 

 

「クラリベイト引用栄誉賞」の選考法は、1970年以降、同社が持つ学術デー

タベース「Web of Science」に収録された約 6,100万の論文や会議録の中から、

他の研究者によって引用された回数が 2,000 回以上という注目論文を執筆した

研究者の中から選び抜かれる。引用された回数が 2,000 回以上というのは約

6,100 万の論文や会議録のうち 0.01％しかない。それら注目論文で示された研



究成果の主発見者（研究の貢献度が高い）で、かつその研究成果が今後ノーベ

ル賞の対象になりそうな注目領域とみなされることと、ほかの有力賞の受賞歴

もあるという評価方法により、生理学・医学、物理学、化学、経済学の 4 分

野それぞれ最大三つの領域と１領域最大３人の研究者が選び出される。 

 

今年の受賞者 22 人のうち、堂免一成氏は日本の研究機関を拠点としている

唯一の研究者。「水分解用光触媒と太陽光水素製造システムの構築に関する

基礎研究」が評価された。堂免氏とともに化学分野で受賞した他の 5 人の

研究者は、堂免氏とは異なる二つの領域でそれぞれは 2 人ないし 3 人とい

う複数の受賞者となっている。化学分野 3 領域中、１つの領域で１人だけ

受賞というのは堂免氏だけで、研究業績の独創性がより目を引く結果とな

っている。 

 

微粒子光触媒研究に高い評価 

太陽光を当てるだけで水を水素と酸素に分解できる材料（光触媒）に関

する研究の歴史は長い。「クラリベイト引用栄誉賞」でも藤嶋昭東京理科大

学学長（当時）が 2012 年に「酸化チタンの光触媒反応の発見」という研

究業績で受賞している。ただし、光触媒による水素製造法は実用レベルには至

ってない。地球温暖化対策として二酸化炭素を排出しない新しいエネルギーと

して水素に対する関心があらためて高まっているが、光触媒に関する研究に対

する関心が一時、世界的に低くなる時期もあった。堂免氏が光触媒の研究を始

めたのは東京大学大学院博士課程在籍中の 1980年代初め。水を水素と酸素に分

解する電極の役割を光触媒に担わせる先行研究と異なり、粉末の光触媒で水素

を発生させようという「微粒子光触媒系」の研究を長年、続けてきた。 

 

クラリベイト・アナリティクス・ジャパンが行った「クラリベイト引用栄誉

賞」受賞者記者発表の場で堂免氏は、光触媒をシート状にした 25 センチメート

ル四方の水分解パネルを 1,600 枚並べ、受光総面積 100 平方メートルという現

時点で世界最大の人工光合成型水素製造システムの研究をすでに実施済みであ

ることを紹介した。受光面積を 100 倍の 1 ヘクタールに広げた水素製造ユニッ

トをつくり太陽光から水素へのエネルギー変換効率を実用レベルである５

~10％を 2~3年で達成したいという計画を明らかにするとともに、その実現性に

ついての自信も示した。 

 

米研究所所属の彦坂興秀氏も受賞 

今回の受賞者は、堂免氏を含め 6 人が受賞した化学分野のほか生理学・医学



が 7人、物理学分野が 6人、経済学分野が 3人の計 22人。受賞者が研究拠点を

置く国別でみると米国 11人、英国 6人、スイス 2人、ドイツ、イスラエル、日

本が 1人となっている。米国 11人の 1人は、生理学・医学分野で受賞した彦坂

興秀米国立衛生研究所（NIH）Distinguished Investigator で、授賞理由とさ

れた研究業績は「運動制御や学習行動の中心となる基底核の生理学的研究」と

なっている。 

 

（クラリベイト「引用栄誉賞」説明資料から） 

 

アジア・太平洋地域で日本突出 

「クラリベイト引用栄誉賞」の受賞者は、今年に限らず米国の研究機関を主

たる拠点にする研究者が突出して多い。一方、アジア・太平洋地域を研究拠点

とするこれまでの受賞者は、日本が今年の堂免氏を入れて 38人と群れを抜いて

多い（米国を研究拠点とする今年の受賞者、彦坂興秀氏を含めると 39 人）。受

賞後、ノーベル賞を受賞した研究者も山中伸弥氏(2010 年引用栄誉賞、2012

年生理学・医学賞)、中村修二氏（2002 年引用栄誉賞、2014 年ノーベル物

理学賞、現在、米国在住で米国籍）、大隅良典氏(2013 年引用栄誉賞、2015

年生理学・医学賞)、本庶佑氏（2016 年引用栄誉賞、2018 年生理学・医学

賞）と 4 人いる。 

 

一方、日本以外のアジア・太平洋地域を主たる研究拠点とする研究者の

受賞はこれまでも非常に少ない。オーストラリア 5人、韓国 4人、シンガポー



ル 2 人、香港 2 人で、このうちノーベル賞受賞者も 2011 年に物理学賞を受賞

したオーストラリアの天体物理学者ブライアン・シュミット氏だけだ。 

 

 



 



 

（クラリベイト「引用栄誉賞」説明資料から） 

（受賞年順、クラリベイト記者会見提供資料から） 

 

重要論文評価法に特徴 

他の研究者から引用される回数が多く、価値の高い論文とみなされる高被引

用論文数に関しては、中国（香港を除く）が、数年前に米国を追い抜いて世界

一を維持している。「クラリベイト」が毎年公表している「高被引用論文著者リ

スト」でも昨年、2 位の中国が米国との差を詰め、さらに最も多くの高被引用論

文著者が所属する機関として中国科学院が米国のハーバード大学を抜いて 1 位



に浮上したことが明らかにされている。清華大学、北京大学をはじめ研究力、

教育力などを総合評価した世界大学ランキングでも日本の有力大学より順位が

上の大学も多い。にもかかわらず中国本土からこれまで「引用栄誉賞」受賞者

がなく、逆に高被引用論文数や高被引用論文著者数、大学ランキングで近年、

低迷状況が続く日本が、アジア・太平洋地域で群れを抜いて多くの受賞者を出

している理由は何か。クラリベイトの安藤聡子アカデミア・ガバメント事業部

リード・ビジネスソリューションコンサルタントは、次のようにみている。 

 

近年、論文が引用される回数が急増しているだけでは「引用栄誉賞」に値す

る研究業績とはみなされるには不十分。中国本土を研究拠点にする研究者たち

は 1970年代、1980 年代の研究実績が見劣る。いずれは中国本土を研究拠点にす

る研究者から「引用栄誉賞」受賞者が出てくるのは間違いないだろが、いつご

ろかと予測するのは難しい。 

 

日本の研究力に懸念のデータ 

では「引用栄誉賞」受賞者数にみるアジア・太平洋地域での日本の優位が今

後も持続するか。近年、日本研究力低迷をうかがわせるデータは少なくない。

クラリベイトが昨年 11月に公表した「高被引用論文著者リスト 2023年版」は、

多くの研究者に引用された価値の高い論文を特に多数発表した研究者として

6,849人を挙げている。最も多いのは米国 2,669人（前年 2,764人）で、2位の

中国が 1,275 人（同 1,169 人）と前年より米国との差をさらに縮めた。この５

年間を見ると、高被引用論文著者数の中国の世界に占める比率は倍以上に高ま

っている。文部科学省科学技術・学術政策研究所が今年 8 月に公表した報告書

「科学技術指標 2024」でも、中国は被引用数が上位１％、上位 10％に入る高被

引用論分数がいずれも前年より増え、世界１位を堅持している。 

 

一方、「高被引用論文著者リスト 2023 年版」に選ばれた日本の研究機関に所

属する研究者は前年より 4人減の 86人にとどまる。選出国・地域別順位では 2014

年に 5位だったのが、年々順位を落とし、2018年以降は 10位内に入ったことが

ない。「科学技術指標 2024」でも、日本は被引用数が上位１％、上位 10％に入

る高被引用論文数で世界 12位、13位と前年と全く変わらない。 

 

日文 小岩井忠道（科学記者） 

 

関連サイト 

クラリベイト「2024 年のクラリベイト引用栄誉賞受賞者を発表」 

https://clarivate.com/ja/news/clarivate-reveals-citation-laureates-2024/


Clarivate 「Citation Laureates 2024 list」 

ノーベル財団 The official website of the Nobel Prize - NobelPrize.org 

クラリベイト クラリベイト世界最高峰の研究者を選出 高被引用論文著者

リスト 2023年版発表 

科学技術・学術政策研究所「科学技術指標 2024」科学技術指標 2024[調査資

料-341]を公表しました 

 

関連記事 

2024年 09月 13 日 客观日本 日本在 AI领域落后明显，全球最大 AI学会的日

本论文数量仅占 2％ 

2024 年 08 月 20 日 客观日本 日本博士生入学人数增加 4.4%，高被引论文排

名继续低位 

2024 年 06 月 11 日 客观日本 QS 最新世界大学排名，日本的大学排名继续下

滑，东京大学排到第 32位 

2023年 11月 27 日 SPC 【23-16】中国科学院が 1位に浮上 高被引用論文著

者の所属機関  

2023 年 10 月 10 日 客观日本 THE发布世界大学排名，前 200 名中有 5 所来自

日本  

2023年 09月 27日 客观日本 科学研究 - 柳泽正史和片冈一则获引文桂冠奖，

成为诺贝尔奖有力候选 

2023 年 08 月 23 日 客观日本 日本高影响力论文数量和占比近 20 年来显著下

降 

2023 年 06 月 28 日 客观日本 THE 发布亚洲大学排名：前十中大陆及香港占 7

所，日本仅东大一家入围排第八 

2022年 10月 03 日 客观日本 长谷川、谷口、渡边三人获“引文桂冠奖”，成

为诺贝尔奖有力候选人 

2022年 05月 30 日 客观日本 确保人才和时间恢复研究实力，日本的政府支援

劣于韩台等国家与地区 

2021年 09月 29日 客观日本 期待诺奖，岸本、平野和泽本获得诺奖风向标“引

用荣誉奖” ) 
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